
令和３年度(令和２年度実施事業分)事務事業評価評価票 № 4-015

担当 髙島
内線等 32-3430

章：
節：
基本施策：

単位施策：

個別施策：

H30年度 R1年度 R2年度 単位
1 2 2 回
1 1 0 回
0 0 0 回

628 574 75 千円
8,120 7,763 5,753 千円
8,748 8,337 5,828 千円

H30年度 R1年度 R2年度 単位
227 214 0 円

H30年度 R1年度 R2年度 単位

実績値 3,600 3,040 0

目標値 4,000 4,000 4,000

実績値

目標値

実績値

目標値

妥当 大きい ある
高い ある

大きい ない ない

目標値 単位

33.3 ％

PDCA 事務事業名 市民協働推進事業 部課等名
企画部　市民協働課
市民交流センター担当

Ｐ
政策体系

第１章　協働によりともに高め合うまち
第１節  協働のまちづくりの推進
１．市民協働の推進

総
合
計
画
と
の
関
係
性
等

（１）協働意識の醸成
①協働に対する理解の促進

根拠法令等 ―

対象・目的
協働のまちづくりを推進するため策定した市民協働推進計画に基づき、協働意識が高ま
るよう啓発し、活動者の増加を図る。また、企業の社会貢献活動やＮＰＯの取り組みを
支援するとともに、市職員についても協働意識のより一層の醸成を図る。

目的を達成
するための
手段・活動

内容

市民活動団体等や社会貢献企業の市民協働啓発イベントへの参加を促進する。また、市
職員については、研修内容の見直しや研修対象者の拡大を図る。

Ｄ

活動結果

活動実績
①職員研修開催数
②まちづくり協働フェスタ

前
年
度
の
活
動
結
果
と
見
ら
れ
た
成
果

③社会貢献企業、ＮＰＯ等交流会開催数
事業費
人件費

総事業費
活動単位当たりのコスト
①まちづくり協働フェスタ開催コスト（参加者１人あたり）

②
③

成　果

成果指標
①市民協働啓発イベント参加者数

人

②

③

Ｃ
観点別評価

必要性 有効性 効率性

①市の関与の妥当性 ④上位施策への貢献 ⑦コスト削減余地

課
題
の
整
理

②市民ニーズ ⑤成果向上の余地 ※対象・手段の変更

③休廃止の影響 ⑥類似事業の有無 ⑧受益者負担適正化余地

事業の
評価・課題

Ｃ

事業の企画・立案を担う主事以上の職員に対し、ＳＤＧｓを題材に協働研修を実施し、協働意識
の醸成を図った。また、これまでの協働の取組について「半田市市民協働推進計画評価委員会」
を設置し報告書としてとりまとめ、さらなる協働推進のための課題整理を行った。
協働フェスタに関しては、次年度以降の実施内容の整理や方法の見直しを行い、地域課題解決に
向けた協働事例を重点的に周知するイベントになるような枠組みを構築した。

協働事業プランニング研修履修率

Ａ
今後の事業
の方向性

改善推進

まちづくり協働フェスタにおいて、参加者が新たな市民活動の担い手へとつながるよ
う、協働事例や市民活動団体の活動の発信を強化する。また、協働事業を企画・策定で
きる職員の育成を目指し、入庁年数に応じた研修を継続的に実施し、職員の協働意識の
さらなる醸成や協働事業の計画立案能力の向上を図る。

課
題
解
決
の
た
め
の
目
標

令和３年度
の目標

成果指標


